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 国内外の⼼臓病の⼦供たちを救う「明美ちゃん基⾦」（産

経新聞厚⽣⽂化事業団運営）の医療団が、ミャンマー・ヤン

ゴンの国⽴ヤンキン⼦供病院で医療⽀援を⾏うため、９⽇に

⽇本を出発する。平成２７年度から始まった基⾦によるミャ

ンマーへの医療⽀援は５年間と定められ、３⽉でその期間が

終了、医療団派遣は１０回⽬となる今回が最後になる。ただ、ヤンキン⼦供病院との間で⽀援期

間延⻑を検討しており、渡航中に⽅向性を⽰す⽅針だ。

 現地では、同病院の医師らへの技術指導を通じて、⼦供たちへの外科⼿術やカテーテル治療を

実施。今回もＮＰＯ法⼈「ジャパンハート」のヤンゴン事務所と協⼒し、同病院の医師らととも

に活動していく。

 基⾦は２７年３⽉、ヤンキン⼦供病院と「ミャンマーにおける先天性⼼疾患治療の発展に向け

た医療⽀援事業」に関する覚書を締結。医療団はこれまでに計９回渡航し、内科２３９⼈、外科

８２⼈の計３２１⼈の⼦供に無償で治療してきた。さらに現地医師らを東京⼥⼦医⼤（東京都新

宿区）や国⽴循環器病研究センター（⼤阪府吹⽥市）などで受け⼊れ、研修を⾏うなど⼈材育成

に尽⼒してきた。

 ヤンキン⼦供病院をはじめとした現地医療関係者らは⽀援の延⻑を希望していることから、基

⾦も延⻑を前提に検討を進めている。

 医療団のメンバーで国循⼩児⼼臓外科の市川肇医師は、「最後となる今回も気を引き締め、若

⼿医師の育成と、将来の現地医療の発展につなげたい」。東京⼥⼦医⼤病院循環器⼩児科の中⻄

敏雄医師は、「５年間の総まとめとして現地の医療技術の向上やこれまで成果をしっかり確かめ

たい」と意気込みを語った。
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 協⼒ 東京⼥⼦医⼤病院、国⽴循環器病研究センター、ジャパンハート

     ◇

 明美ちゃん基⾦への振り込みは、ゆうちょ銀⾏００９２０－４－３３３５１８（同銀⾏に⼝座

をお持ちの場合、ＡＴＭ、ゆうちょダイレクトからは⼿数料なしで振り込めます）か、三菱ＵＦ

Ｊ銀⾏堂島⽀店・普通⼝座４５３５０１０、りそな銀⾏堂島⽀店・普通⼝座６２０２５４３の

「明美ちゃん基⾦」。お名前を紙⾯で紹介させていただきます（匿名も可）。
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